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吉賀町いきいき健康高齢者表彰式

　「吉賀町いきいき健康高齢者表彰」は、健康で生きがいを持って元気に生活している高齢者を表彰し、

高齢者の福祉を増進することを目的として実施しています。１０月１７日に朝倉公民館において開催した

表彰式では、受賞者３５名中２０名が出席され、岩本町長より表彰状が授与されました。

　受賞者の皆様のはつらつとしたご様子は、町が目指す「生涯現役のまち」の良きお手本です。また、皆

様へお伺いした「元気の秘訣」の中には、食事や運動、睡眠などの日常生活において心がけていること、日々

のこころの持ちようなど、健康に過ごしていくためのヒントがたくさん詰まっていました。受賞者の皆様

の益々のご健勝とご多幸を心から祈念するとともに、受賞者の皆様のお姿を目標に、町全体としても健康

で生きがいを持って暮らす町民が増えていくことを願います。

　この表彰制度は、例年夏に候補者の募集を行っています。表彰するにふさわしい８０歳以上の方が、周

囲や知り合いにおられましたら、次年度ぜひ保健福祉課まで推薦してください。

●受賞者御芳名および「元気の秘訣」

 　　　　（敬称略、５０音順）（ご本人様より承諾を得られた方のみ掲載）

河野　幸子   （蓼　野）： 野菜作りをすること。

河野　房子　 （蓼　野）： 三食しっかり食べること。ニンニクを食べること。ナンプレをすること。

小濱　千惠子（立河内）： ふれあいサロン、リメイクサロン、なんでも市等人の集まるところへ出ること。

　　　　　　　　　　　 ぼつぼつと畑仕事等（通りがかりの人と話をする）。作った野菜を道の駅へ少々

　　　　　　　　　　　 持っていく。出会った人と話をする。なんでもおいしく食べる。今年の夏も元

　　　　　　　　　　　 気で過ごすことができて幸せ。これからも体に気をつけて野菜を作りたい。

齋藤　春人　 （福　川）：朝いちばん新聞を見ること。朝食の時梅干を食べる。農作業をする。

齋藤　福男 　（蓼　野）：狩猟に行くこと。鮎とり。グランドゴルフ。

齋藤　みどり（蓼　野）：草引き、花づくり、少しの野菜作り、地区の皆さんとおしゃべり、短歌の投稿。

齋藤　ヨシ子（蓼　野）：食べ過ぎないように注意している。

正中　芳子　 （注連川）：雨が降らない限り外に出て、３時間ぐらいいろいろなことをしている。百歳体

　　　　　　　　　　　 操があるときはなるべく参加するようにしている。

杉本　須江子（抜　月）： 自分にできることを少しずつ楽しみながら行う。

澄川　カツエ（抜　月）：自分のできることは自分ですること。

澄川　美津子（注連川）： 畑仕事をする。野菜を作る。

田坂　汪　　 （七日市）：特に何もしていないが、若い時代にスポーツ（バレーボール）で鍛えた体を少

　　　　　　　　　　　 しずつ出しながら現在に至っている。毎日のジョギングとグランドゴルフを皆

　　　　　　　　　　　 様と楽しんでいる。

鞆工　勝美　 （立　戸）：グランドゴルフをして体を動かすこと。一日を楽しく過ごすこと。

永見　一人　 （抜　月）： 仕事を頑張ること。

中山　啓子　 （立　戸）：シルバー人材センターの仕事。土日は ,やくろにお餅を出している。

橋本　早苗　 （立　戸）：夫婦で野菜を作ること。

橋本　静子　 （注連川）：何事もくよくよせず、おいしいものを食べて好きなことをして友達とおしゃべ

　　　　　　　　　　　 りして楽しく過ごすこと。

羽多尾　毅　　 （幸　地）：耳がだいぶん悪くなったが、９２歳になっても今年もコンバインを使って長

　　　　　　　　　　　　 男と田んぼの仕事をした。５反ある田んぼの荒おこしはトラクターを使った。

羽多尾　ミサノ（幸　地）： 朝の体調の良しあしで、自分のできることを心がけてやっている。

トピックス
話題・できごと
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原田　光旦　　 （椛　谷）：老人クラブの活動。

房崎　茂子　 　（注連川）：毎日シルバー人材センターの仕事をすること。

藤田　清　　 　（抜　月）：農仕事をする。酒（梅酒を水で割って）1合飲む。

　　　　　　　　　　　　 とにかくいろいろ動くこと。

藤原　吟子　　 （蓼　野）：畑仕事。成長が楽しみ。

三宅　宏　　　 （抜　月）：天気の時は歩くようにしている。

村上　民男　　 （下　須）：けがや病気で入院しても克服して生かされていることに感謝を忘れないこと。

　　　　　　　　　　　　 足・腰が痛まないように朝夕の運動で健康維持に努める。

村上　怜子　　 （柿　木）：毎日日記、金銭出納帳をつける。新聞を読む。食事をきちんと食べる。

　　　　　　　　　　　　 週に一度は孫の食事を作る。家庭菜園をする。

　　　　　　　　　　　　 夜は１０時に寝て朝は６時に起き、家の周りを歩く。

森脇　房子　　 （六日市）：集会によく行きます。旅行が好き。

山本　美恵子　 （椛　谷）：食改の活動で習った料理を家でも作ること。

吉木　克子　　 （注連川）：グランドゴルフ。

吉田　典古　　 （福　川）：よく動くこと。早起きして畑に出て動くこと。

吉森　昭　　　 （大野原）：運動と仕事。できることは自分でする。

渡邊　恵子　　 （蓼　野）：特に意識はしていないが周りが広いため、草取り、畑仕事、運動（グランド

　　　　　　　　　　　　 ゴルフ、卓球）などしている。サロンで友達とおしゃべりしたり、お出かけ

　　　　　　　　　　　　 したり、なんでもよく食べること。
参考／過去の受賞者人数

平成２７年度　　１名

平成２８年度　　０名

平成２９年度　　２名

平成３０年度　　２名

令和　元年度　２３名

令和　２年度　２４名

令和　３年度　３３名

令和　４年度　２６名

令和　５年度　２２名

　　　合計　１３３名

トピックス
話題・できごと

吉賀町医療・介護統括管理者に木谷光博先生（よしか病院院長）を選任しました

　吉賀町医療・介護統括管理者は、町民の皆様が住みなれた地域で生涯を通

じて健康で安心して暮らせる地域医療・介護体制を実現するため、令和４年

１１月から選任しています。

　この度、２年の任期を迎えたことから、引き続きよしか病院の木谷光博院

長を選任しました。

　新たな任期は、令和６年１１月１日から令和８年１０月３１日の２年間と

なります。
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「吉賀町オーガニック給食フォーラム」を開催しました

　１０月１４日（月）六日市基幹集落センターで「吉賀町オーガニック給食フォーラム～子どもを元気に

地域を元気に～」を開催しました。

　当日は、元農林水産大臣の山田正彦先生による「オーガニック

給食と食の安全」の基調講演に続いて、生産者や行政機関による

パネルディスカッションを行い、約５０名の方が参加されました。

山田先生による基調講演では、農薬が子供たちの健康に及ぼす影

響や、日本においてもオーガニック給食協議会が設立されるなど

オーガニック給食を実施する自治体が増えつつあるという報告を

いただきました。

またパネルディスカッションでは、それぞれの現場の視点から学

校給食における現状をそれぞれ共有しつつ、安定供給のための課

題や改善点などについて討論をしていただきました。生産者から

は、天候不順により作物ができにくくなってきた現状や行政から

は給食に出荷する生産者の減少についての課題などの報告があり

ました。

現在町内小中学校における給食について、お米については全国に先駆けて全量有機米となっており、野菜

についてもなるべく地元の野菜を使用するよう心がけています。１１月１４日には第２回オーガニック給

食の日を実施するなど、今後も子どもたちになるべく地元の安心安全な給食が提供できるよう努めていき

たいと思います。

トピックス
話題・できごと

※ただし、診療等の都合でご要望に添えない場合もございますので、ご了承いただきますようお願いします。

第２３回全国障害者スポーツ大会「ＳＡＧＡ２０２４」へ出場

　町内出身で益田養護学校３年の山本　大貴さんが１０月２６日から２８日にかけて佐賀県佐賀市で開催

された、第２３回全国障害者スポーツ大会「ＳＡＧＡ２０２４」に陸上の部で島根県代表として出場され

ました。

　結果は、１００ｍ走の部で５位！走り幅跳びの部では、見事組

　内１位という好成績を残されました！

　山本さんの今後のご活躍をお祈りします。

　１０月１９日に益田養護学校で、出場の激励会が開催され、山

本さんは、「陸上大会には初めて出場する。そのために着々と練

習してきたことを活かして上位を目指したい」と意気込みを語ら

れました。
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環境情報　　　我が家でできる節電方法（暖房編）

　冬の節電の基本は“寒い時は着る”、“過度に暖房機器に頼らない”ことです。暖房に頼りすぎないため

には、暖房効果を上げ、暖かい空気を逃さないことが大切。ただし、ガスや石油を燃焼するタイプの暖房

を使用する際にはこまめに換気をしてください。

〇１２の節電方法
①暖房の設定温度は２０℃を目安に

②こたつ布団に上掛けと敷布団をあわせて使う

③こたつの設定温度を低めに

④電気カーペットは部屋の大きさにあわせて選ぶ

⑤電気カーペットは設定温度を低めに

⑥電気カーペットは断熱マットで効率アップ　※電気カーペットを床にじかに敷くと、熱が床に逃げます

⑦電気カーペットは人のいない部分を暖めない　※電気カーペットには分割して暖める機能があります

⑧カーディガンやひざかけ、靴下で体感温度をアップ

⑨就寝時に湯たんぽを活用する

⑩窓にカーテンをかける　※カーテンの丈が窓枠よりも長い方が冷気を抑えられます

⑪暖房は寝る前や外出前に切る　※暖房の電源を切ってもすぐに部屋の温度は低くなりません

⑫ストレッチなど軽い運動で血行を良くする

　一般的に、冬は一年で最も電気を多く使用する季節です。エアコンやこたつ、電気カーペットなどによ

る電気使用量を抑え、節電に心がけましょう！

トピックス
話題・できごと

よしか病院では地域団体等の活動への出前講座を実施しています

　よしか病院では、医師等の医療スタッフが地域のサロンや自治会、学校など地域の団体・教育機関へお

伺いし、医療や介護などのテーマでお話をさせていただく出前講座に取り組んでいます。

　令和６年度では、７月以降、高齢者サロンでの健康教室へ計１４回実施しています。内容については、

総合診療などよしか病院の医療体制に関するもののほか、認知症や生活習慣病等についての講座や、学生

向けのキャリア教育など、主催団体の要望に沿って対応させていただくことが可能です。

　よしか病院は、小児から高齢者まで様々な疾病や健康問題に関

する疑問・不安を解消や、未来の医療介護の担い手育成に向けて、

出前講座等の取り組みを進めて参りますので、ご要望やご相談が

ありましたら下記までお問い合わせください。

　　　　【お問合せ先】よしか病院　総務課　☎７３－７５７５

※ただし、診療等の都合でご要望に添えない場合もございますので、ご了承いただきますようお願いします。

渡り蝶「アサギマダラ」

日本で唯一の渡り蝶といわれる「アサギマダラ」が、吉賀町幸地地区に咲い

ているフジバカマの回りを飛んでいました。

１，０００km 以上も海を越えて旅をすると言われており、来年のこの時期に

また吉賀町に訪れてくれることを楽しみに待ちましょう！
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第２回吉賀カップ少年野球大会　～七日市スポーツ少年団　優勝～

　１０月２６日（土）、１０月２７日（日）に第２回吉賀カップ少年野球大会が吉賀町運動公園野球

場と吉賀中学校グラウンドにおいて鹿足郡・益田市の８チームを招いて開催しました。

　この大会は、子どもたちに野球を通じて、楽しさや嬉しさ、悔しさを感じてもらうために、個人賞

を設けるなど他の大会とは少し違いを出して実施しています。

　七日市スポーツ少年団の初戦の相手は益田東部野球クラブ。

　序盤から安打を重ねてリードを奪い９ー３で勝利を収めました。

　　　　　　　　　　　　　　【１回戦（５回時間切れ）】

　　　　　　　　　　　　　　七日市　４２１０２　９

　　　　　　　　　　　　　　東　部　０２０１０　３

　大会２日目の準決勝の相手は豊川スポーツ少年団。

　序盤にリードを奪い、遠藤くんの粘りの投球で、

　粘る相手に４ー３の接戦で勝利を収めました。

　　　　　　　　　　　　　　【準決勝】

　　　　　　　　　　　　　　七日市　２０１０１０　４

　　　　　　　　　　　　　　豊　川　１０００２０　３

　決勝戦は高津野球スポーツ少年団との対戦でした。

　お互い強みである打力を活かした乱打戦になりましたが、

　終盤に長打と相手守備の乱れに乗じて追加点を挙げて

　８－６で勝利し、優勝を果たしました。

　　　　　　　　　　　　　　【決勝】

　　　　　　　　　　　　　　七日市　３１０２０２　８

　　　　　　　　　　　　　　高　津　２０２００２　６

　　　　大会ＭＶＰには１１打数７安打と活躍した、

　　　　遠藤　琉惺くん（六日市小６年）が選ばれ、

　　　　ウイニングボールが贈呈されました。

　その他、村上　理久翔くん（柿木小６年）、岡山　優乃介くん（六日市小６年）が各試合のＭＩＰ

　賞を受賞しました。

　今大会にご協力・ご声援いただき大変ありがとうございました。

野球

トピックス
話題・できごと
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サッカー
キッズサッカーフェスティバル開催

　１０月１３日（日）吉賀町民グラウンドよしかみらいで

キッズサッカーフェスティバルを開催しました。

　この日は町内外の幼児、児童約２０人と保護者が晴天の

中、人工芝のグラウンドを走り回りました。

　この事業は、島根県サッカー協会主催で行われ、遊びを通じて体を動

かす楽しさと試合を通じて相手を思いやる気持ちを育て、幼児・児童保

育の一貫で活動しています。

　からだの使い方やステップワーク、ボールフィーリング、最後にゲー

ムを行い、楽しそうにプレーしていました。また親子で活動することに

より、普段と違うコミュニケーションや触れ合う時間となりました。

　また、運営には吉賀高校サッカー部選手にご協力いただき、司会、撮影、準備片付けとサポートし

ていただきました。２０３０年に島根県は国スポ・全スポの開催県であり、吉賀町立真田グラウンド

よしかみらいはサッカー会場に選定されています。今後も様々なイベント、競技に関わる機会を設け

て、機運醸成を図り盛り上げていきたいと思います。

トピックス
話題・できごと
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令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の公表について

　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」により、地方公共団体は財政健全化に役立てるため、４つ

の健全化判断比率（①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率）と、水

道及び下水道、病院などの公営企業ごとに資金不足比率を公表することが義務付けられています。

　これらの比率のいずれかが「早期健全化基準」以上となると、「早期健全化計画」を策定し、自主的な

改善を行う必要があります。

　算定の結果、令和５年度決算に基づく比率は、全ての項目で早期健全化基準を下回りました。

　吉賀町の健全化判断比率と資金不足比率は次のようになっています。

○健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

区分 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 早期健全化基準

実質赤字比率 － － － １５．０

連結実質赤字比率 － － － ２０．０

実質公債費比率 ７．１ ８．０ ８．４ ２５．０

将来負担比率 ５３．５ ５５．５ ５０．６ ３５０．０

【実質赤字比率】

　一般会計等における実質赤字額の標準財政規模に対する比率です。

　令和５年度決算では実質収支が黒字のため「－」で表示しています。

【連結実質赤字比率】

　地方公共団体全体を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率です。

　令和５年度決算では全会計を対象とした実質収支が黒字のため「－」で表示しています。

【実質公債費比率】

　一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模に対する比率で、３ヵ年の平均を使用しています。

　令和３年度から令和５年度の３ヵ年の平均で、８．４％となり早期健全化基準を下回っています。

【将来負担比率】

　一般会計等が将来的に負担する負債額から、その償還に充てることができる基金等を控除した額の標準

　財政規模に対する比率です。令和５年度決算では５０．６％となり早期健全化基準を下回っています。

○資金不足比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

区分 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

水道事業会計 － － －

下水道事業会計（特環） － － －

下水道事業会計（農集） － － －

病院事業会計 － － －

小水力発電事業特別会計 － － －

【資金不足比率】

　水道及び下水道、病院といった公営企業会計における資金不足額の、公営企業の事業規模である料金収

　入に対する比率です。令和５年度決算では資金不足比率は生じません。このため「－」で表示しています。
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皆
さ
ん
の
ご
自
宅
に
も
毎
日
の
よ

う
に
、
郵
便
物
が
届
け
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
役
場
に
も
日
々
、
公

用
郵
便
物
が
大
量
に
届
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
、
私
達
は
、
郵
便
物
を
ポ

ス
ト
に
投
函
す
れ
ば
、
日
本
国
内
は

勿
論
、
世
界
中
ど
こ
に
で
も
届
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
国
々

で
は
郵
便
制
度
に
相
違
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
間
違
い
無

く
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は

極
め
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
こ

と
は
凄
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
先

日
、
自
宅
の
郵
便
ポ
ス
ト
に
入
っ
た

書
類
を
手
に
し
な
が
ら
、
そ
の
当
た

り
前
の
凄
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

な
の
で
、
郵
便
の
こ
と
に
つ
い

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

と
思
い
ま
す
。

Vol.81

岩本一巳

「
世
界
郵
便
の
日
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
思
う
こ
と

て
少
し
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
こ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
世
界
を
一
つ
の
郵
便
地
域

と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
１
８
７
４

年(

明
治
７
年)

10
月
９
日
、
万
国
郵

便
連
合(

Ｕ
Ｐ
Ｕ)

が
発
足
し
、
こ
の

日
を
「
世
界
郵
便
の
日
」
と
し
て
制
定

し
ま
し
た
。
日
本
は
１
８
７
７
年(

明

治
10
年)

に
Ｕ
Ｐ
Ｕ
へ
加
盟
し
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
郵
便
制
度
が

始
ま
っ
た
の
は
、
日
本
が
Ｕ
Ｐ
Ｕ
に
加

盟
す
る
少
し
前
の
１
８
７
１
年(

明
治

４
年)

で
、
ス
タ
ー
ト
は
東
京
・
大
阪

間
、
開
業
初
日
に
出
さ
れ
た
手
紙
の
総

数
は
174
通
だ
っ
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
年
は
Ｕ
Ｐ
Ｕ
創
設
か

ら
満
150
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を

記
念
し
て
、
10
月
９
日
に
日
本
郵
便
か

ら
記
念
切
手
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
、
こ
の
日
、
蔵
木
郵
便
局
を
訪
問
し
、

こ
の
記
念
切
手
を
１
シ
ー
ト
購
入
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
郵

便
制
度
の
歴
史
や
経
過
を
知
っ
て
の
購

入
で
し
た
の
で
、
何
と
な
く
優
越
感
に

浸
っ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
吉
賀
町
と
町
内
郵
便
局
は
、

平
成
30
年
６
月
に
包
括
的
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
郵
便

局
が
持
つ
地
域
の
拠
点
機
能
や
従
来
か

ら
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

地
元
住
民
と
の
繋
が
り
を
活
か
し
、
ま

た
、
郵
便
局
と
町
双
方
の
資
源
を
有
効

に
活
用
し
た
協
働
活
動
を
推
進
し
、
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
を
は
じ
め

と
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
令
和
２
年
10
月
に

は
、
災
害
時
に
お
け
る
協
定
も
締
結
し

ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
去
る
11

月
２
日
（
土
）
の
大
雨
の
際
に
、
郵
便

局
集
配
社
員
の
方
が
沢
田
地
内
設
置
の

橋
脚
損
壊
の
通
報
を
し
て
頂
き
、
直
ち

に
町
が
全
面
通
行
止
め
の
対
応
を
行

い
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
事
案
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
通
報
に
対
し
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
、
全
国
に
は
約
２
３
，
５
０
０

箇
所
の
郵
便
局
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
全
国
市
町
村
数
は
、現
時
点
で
１
，

７
２
４
で
す
。
な
ん
と
郵
便
局
は
、
全

国
津
々
浦
々
、
市
町
村
数
の
約
13
倍
以

上
の
箇
所
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
従
っ
て
、
協
定
締
結
以
降
、

毎
年
、
双
方
関
係
者
が
参
集
し
、
お
互

い
が
持
つ
情
報
や
資
源
を
有
効
活
用
し

て
、
住
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
に
寄
与

す
る
も
の
は
な
い
か
、
様
々
な
角
度
か

ら
意
見
交
換
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
後

も
こ
の
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

＜平成３０年６月の包括的連携協定締結式＞

特殊切手「万国郵便連合（ＵＰＵ）創設１５０周年」

　　　　　（発行：２０２４年１０月９日）
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　凍結による水道管や器具の破損が心配な時期が近づいてきました。凍結対策をすることで水道管の破損

　を未然に防ぐことができますので凍結対策にご協力ください。

◇凍結対策の例◇

　むき出しになっている水道管は特に凍結を起こしやすいので保温材や電気

　ヒーターを巻き付けて保温することが重要です。また、給湯器内の凍結に

　ついても同様にご注意ください。空き家など、しばらく水道を使用しない

　家などはメーターを閉めた後に外水栓などから蛇口をひねって水道管内に

　残っている水を出し切ると凍結や水道管破損のリスクが大幅に抑えること

　ができます。

◇凍結した際の対処方法◇

　もし水道が凍結してしまった場合、無理に蛇口をひねったりせず、蛇口な

　どにタオルを掛けその上から４０～５０度程度のぬるま湯をかけてくださ

　い。水道管内に残っていた水が凍っているので無理に蛇口をひねってしま

　うと水道管に亀裂が発生し、水漏れを引き起こしてしまう場合があります。

　もし何か異変がありましたら吉賀町役場建設水道課までお気軽にご連絡ください。

　吉賀町役場建設水道課　☎０８５６－７９－２２１２

島根県公式ＬＩＮＥお友だち募集中

県内のイベント情報などを随時配信しています！

吉賀町公式ＬＩＮＥとあわせてお友だちになってください。

　　　　　　　　　　　　（問い合わせ）島根県政策企画局　広聴広報課　☎０８５２ー２２ー６２８９

吉賀町　　　島根県
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保健だより
健康・食育・予防

　こんにちは、食改です。

　１０月８日（火）キヌヤ七日市店、サンマート六日市店でまちの食育ステーションと題して皆さんが買

い物に訪れるお店にお邪魔し啓発活動を行いました。今回の啓発活動では、１日に摂取してほしい野菜の

量３５０ｇ、簡単野菜レシピの展示をして野菜の摂取を呼びかけました。

　またべジチェックという緑黄色野菜をとっている量が簡単に分かる機械を設置し、皆さんの日ごろの野

菜の摂取量を「見える化」し食生活改善のきっかけにしていただけるよう取り組みを行いました。来場さ

れた方からは、「野菜を意識して買い物してきたよ」「思ってたより野菜がとれていてよかった」などの感

想をいただきました。

食育コーナー　　　　私達の健康は私たちの手で

　１０月２３日・２５日に食改学習会を行いました。今回は交流会と災害食について学習しました。

　交流会ではトークフォークダンスや各班で実施している活動の中からクイズ大会を行いました。災害食

では、ポリ袋とお湯でご飯、サバ缶トマト煮込み、切り干し大根の中華和え、きなこ棒を作りました。

ぜひ作ってみてください。

　吉賀町食生活改善推進協議会では、一緒に活動してくれる仲間を募集しています。年齢・性別は問いま

せん。興味のある方は、地域の食改さん、または役場　保健福祉課・柿木地域振興室　保健師までご連絡

ください。

【サバ缶のトマト煮込み：１人分】エネルギー２１５Kcal ／塩分０．８ｇ

食品名 グラム数 目安量

サバの味噌煮缶 ６５ｇ １/３缶

スキムミルク ２ｇ 小さじ１

玉ねぎ　 ６０ｇ 中１/３個

蒸しサラダ豆 ２０ｇ １/４袋

カットトマト缶 １００ｇ １/４缶

ポリエチレン袋 １袋

①玉ねぎは１㎝程度の角切りにする。

　※お好みで５㎜の角切りまたはみじん切りにする。

②ポリエチレン袋に材料すべてを入れ、

　全体を軽く混ぜ合わせる。

③しっかりと袋を閉める

　（なるべく空気を入れないようにする）

④沸騰したお湯に鍋からはみ出さないように入れる

　※鍋からはみ出すと袋が溶けるため

⑤２０分湯煎する
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障害者差別解消法とは

　障がいのあるなしに関わらず、すべての命は同じように大切であり、かけがえのないものです。ひとり

ひとりの命の重さは、障がいのあるなしによって変わるものではありません。このような「あたりまえ」

の価値観を、社会全体で共有していくことが何よりも大切です。

　そして、こうした取組のひとつひとつの積み重ねが、障がいのある人もない人も、互いに、その人らし

さを認め合いながら共に生きる社会（共生社会）の実現へとつながっていきます。

　「障害者差別解消法」では、障がいのある人に「合理的配慮」を行うことなどを通じて、「共生社会」を

実現することをめざしています。法律のポイントは２点あります。

１.「不当な差別的取扱い」の禁止

　役場や会社、お店などの事業者が、障がいのある人に対して正当な理由なく障がいを理由として差別す

　ることを禁止しています。正当な理由があると判断した場合は、障がいのある人にその理由を説明し、

　理解を得るよう努めることが大切です。

　〈不当な差別的取扱いの具体例〉

　　・受付の対応を拒否する。学校の受験や入学を拒否する。

　　・場所や時間帯を制限するなど障がいのない人にはつけない条件をつける。

　　・本人を無視して介助者や支援者、付き添いの人だけに話しかける。

　　・保護者や介助者が一緒にいないとお店に入れない。

２．「合理的配慮」の提供

　役場や事業者に対して、障がいのある人から、社会の中にあるバリアを取り除くために何らかの対応を

　必要としているとの意思が伝えられたときに、負担が重すぎない範囲で対応すること（事業者において

　は、対応に努めること）を求めています。重すぎる負担があるときでも、障がいのある人に、なぜ負担

　が重すぎるのか理由を説明し、別のやり方を提案することも含め、話し合い、理解を得るよう努めるこ

　とが大切です。たとえば、従業員が少ないお店で混雑しているときに、「車いすを押して店内を案内し

　てほしい」と伝えられた場合に、話し合ったうえで、負担が重すぎない範囲で、別の方法をさがすなど

　が考えられます。その内容は、障がい特性やそれぞれの場面・状況に応じて異なります。

　〈合理的配慮の具体例〉

　　・障がいのある人の障がい特性に応じて、座席を決める。

　　・意思を伝え合うために筆談やタブレット端末などを使う。

　　・段差がある場合に、スロープなどを使って補助する。

【対象となる「障がい者」】

　障がい者手帳をもっている人のことだけではありません。身体障がいのある人、知的障がいのある人、

　精神障がいのある人（発達障がいや高次脳機能障がいのある人も含まれます）、その他の心や体のはた

　らきに障がいがある人で、障がいや社会の中にあるバリアによって、日常生活や社会生活に相当な制限

　を受けている人すべてが対象です。

【対象となる「事業者」】

　会社やお店はもちろんのこと、同じサービスなどをくりかえし継続する意思をもって行う人たちをいい、

　ボランティア活動をするグループなども「事業者」に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～内閣府リーフレット「合理的配慮を知っていますか？」から～
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪児童文学作家　中川李枝子≫

たくさんの人に愛された作品を描かれた中川李枝子さんが先日亡くなられました。『ぐりとぐら』のお話は、

中川李枝子さんと妹の山脇百合子さんが文と絵を担当して作られています。

本文の「ぐり　ぐら　ぐり　ぐら」は、頭を左右に傾け口ずさみたくなるリズム感のある響きです。２匹の野

ねずみと仲間たちの楽しいお話です。図書館には、中川さんの作品がいくつもあります。ぜひ読んでみてくだ

さい。

「ぐりとぐらシリーズ」

　　『ぐりとぐらの１ねんかん』　　　『ぐりとぐらのおまじない』　　　　　『ぐりとぐらのえんそく』

　　『ぐりとぐらのおおそうじ』　　　『ぐりとぐらとすみれちゃん』　　　　『ぐりとぐらとくるりくら』

　　『ぐりとぐらのおきゃくさま』　　『ぐりとぐらのうたうた１２つき』　　『ぐりとぐらのしりとりうた』

　　『ぐりとぐらのかいすいよく』　　『ぐりとぐらのあいうえお』

この他にもたくさんの作品があります。例えば『いやいやえん』『そらいろのたね』などです。

ほとんどが絵本コーナーにあります。詳しくはお尋ねください。

≪図書館利用状況１０月≫

●貸出総数　３８４０冊

●貸出人数　　４９８人

●来館者数　　６５５人

[ 休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館です。

・１２/２８～１/６は年末年始の休館です。

・吉賀町内各公民館前に返却ポストを設置しています。

【年末年始の休館について】

　早いもので今年も１２月を迎えます。年末年始の休館日についてお知らせいたします。

　１２月２８日（土）～１月６日（月）まで、図書館は休館いたします。

　１月７日（火）から通常通りの開館をいたしますので、休館中の図書返却は、玄関横の図書返却

　口をご利用ください。皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、どうぞ宜しくお願いいたします。

【お知らせ】

　図書館に車いすを置いています。館内を見て廻られる時に必要な方は、遠慮なくご利用ください。

吉賀町立図書館

柿木公民館

お歳暮。一年の終わりに際し、その年にお世話になった人に感謝して品物を贈ることを歳暮の礼、略して

お歳暮といいます。この習わしは、各家の正月の御霊祭りにお供えする、塩鮭やするめ、数の子、干魚な

どの品物を、暮れのうちに本家などへ届けていた風習の名残といわれています。また、盆と暮れに商いの

決済を行っていた商人の習慣によるものとも考えられています。贈る相手は、職場の上司や取引先、夫婦

双方の両親や兄弟、親戚、仲人、稽古ごとの先生などで、一年の感謝の気持ちを形にして贈ります。お歳

暮が届けられたら、早めに礼状を出すようにします。

【今月の本の紹介】

地図の物語　　　　　　　　　 アン・ルーニー　　　　　　１００個チャレンジ　　デーブ・ブルーノ

〈自分〉を知りたい君たちへ　　養老　孟司　　　　　　　　スマホゲーム依存症　　樋口　進

薪ストーブのある暮らし　　　 細川英雄・細川たかみ　　　ラプラスの魔女　　　　東野　圭吾

女ざかり　　　　　　　　　　 丸谷　才一　　　　　　　　熱帯　　　　　　　　　森見　登美彦

桜ほうさら　　　　　　　　　 宮部　みゆき　　　　　　　夜行観覧車　　　　　　湊　かなえ

ノースライト　　　　　　　　 横山　秀夫　　　　　　　　狐狼の血　　　　　　　柚月　裕子

クエン酸で医者いらず　　　　 長田正松・小島徹
開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日
１２／２８～１／６は年末年始のため休館します。
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  12月
火

水
木

金
土
・
日

６
時
 ～
　
体
操
の
時
間

６
時
～
２
４
時

ニ
ュ
ー
ス
・
サ
ン
ネ
ッ
ト

(１
時
間
お
き
）

  ニ
ュ
ー
ス
・
サ
ン
ネ
ッ
ト
終
了
後

  ７
日
・
８
日

  か
の
あ
し
安
全
安
心
だ
よ
り

    津
和
野
警
察
署
員
が
鹿
足
郡
内

   の
安
全
安
心
に
関
す
る
情
報
を

   お
届
け
し
ま
す

 ２
８
日
・２
９
日
 

  つ
わ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
パ
ス
ポ
ー
ト

　　
津
和
野
町
内
の
美
術
館
等
で
開
催

　
中
の
企
画
展
を
紹
介
し
ま
す

 １
日
 ら
っ
せ
に
よ
さ
こ
い
祭
り
2024

【
生
中
継（
予
定
）】

 ８
日

 し
お
か
ぜ
駅
伝
 第
33回

浜
田
‐
 

  益
田
間
駅
伝
競
走
大
会

  ～
順
位
・
結
果
速
報
～
【
生
中
継
】

９

０
０
  津
和
野
夜
神
楽
２
０
２
４

　
　
  出
演
  石
見
神
楽
左
鐙
社
中

　
　
  演
目
  未
定

   １１
月
１
６
日
収
録
　
津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

０
０
  釣
り
天
国
！
石
見

１５
  探
偵
社
ぶ
ら
り

３
０
  い
ざ
山
城

４
５
  気
仙
沼
め
っ
け

第
４
２
回
つ
わ
ぶ
き
少
年
野
球
大
会

【
Aコ
ー
ト
】 

 津
和
野
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
対
 

 ウ
エ
ス
ト
益
田
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
Ｂ
コ
ー
ト
】

 七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
対

 益
田
東
部
野
球
ク
ラ
ブ

【
Aコ
ー
ト
 決
勝
戦
】 

 津
和
野
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
対
 

 吉
田
ク
ラ
ブ
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
Ｂ
コ
ー
ト
 決
勝
戦
】 

 七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
対
 

 高
津
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
１
０
月
１
３
日
収
録

　
 津
和
野
高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

０
０
  ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

１５
   出
雲
弁
よ
も
や
ま
話

３
０
  く
ゎ
い
だ
ん
   -怪
談
-

４
５
   お
べ
た
わ
！
〇
〇
大
先
生

０
０
  津
和
野
城
築
城
７
０
０
年
記
念

　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 『
津
和
野
城
の

　
　
新
し
い
魅
力
を
知
る
』 　

 　
　
〇
基
調
講
演

　
　
〇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
１１
月
４
日
収
録
　
津
和
野
体
育
館

１０
０
０
  ニ
ュ
ー
ス
 ・ サ
ン
ネ
ッ
ト
 11月
総
集
編

　
　
1１
月
中
に
放
送
し
た
ニ
ュ
ー
ス・サ
ン

　
　
ネ
ッ
ト
を
ま
と
め
て
放
送
！
 

０
０
  手
軽
に
一
品

３
０
  川
上
栄
治
の
益
田
旅

０
０
  出
雲
の
ほ
そ
道

３
０
  島
大
病
院
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
健
康
講
座

１
１

０
０
  釣
り
し
ん
ち
ゃ
い
！

３
０
  登
山
で
頂
き
メ
シ
！

０
０
  お
く
い
ず
も
新
探
訪
～
さ
ら
に
 「奥
」へ
～

１５
   ひ
ら
た
ナ
ビ
 山
ち
ゃ
ん
と
行
く

３
０
  CATV情

報
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
 

０
０
  津
和
野
夜
神
楽
２
０
２
４

　
　
  出
演
  石
見
神
楽
保
存
会
 日
原
社
中

　
　
   演
目
  天
神

　
　
  ９
月
２１
日
収
録
　
津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

１
２

０
０
  ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

１５
   出
雲
弁
よ
も
や
ま
話

３
０
  く
ゎ
い
だ
ん
   -怪
談
-

４
５
   お
べ
た
わ
！
〇
〇
大
先
生

０
０
 よ
し
か
オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

「
み
ん
な
で
持
続
可
能
な
地
域
の
医
療
を
創
造

し
よ
う
」

島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
総
合
診
療
医
セ

ン
タ
 ー
等
と
連
携
し
、
総
合
診
療
中
心
と
し

た
地
域
医
療
に
つ
い
て
 学
び
を
深
め
、
考
え

る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

 １０
月
５
日
収
録
　
六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

０
０
 津
和
野
地
域
文
化
芸
術
の
祭
典

 　
　
◇
長
福
千
原
座
神
楽
社
中

　
　
 　
 恵
比
須
 / 大

蛇

　
　
 ◇
バ
レ
ッ
ト
ベ
ネ
ッ
セ
レ

　
　
 　
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

　
１１
月
３
日
収
録
　
鷺
舞
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
広
場

０
０
  釣
り
天
国
！
石
見

１５
  探
偵
社
ぶ
ら
り

３
０
  い
ざ
山
城

４
５
  気
仙
沼
め
っ
け

１
３

０
０
  出
雲
の
ほ
そ
道

３
０
  島
大
病
院
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
健
康
講
座

０
０
  手
軽
に
一
品

３
０
  川
上
栄
治
の
益
田
旅

14

０
０
  お
く
い
ず
も
新
探
訪
～
さ
ら
に
 「奥
」へ
～

１５
   ひ
ら
た
ナ
ビ
 山
ち
ゃ
ん
と
行
く

３
０
  CATV情

報
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
 

０
０
  第
７
５
回
近
県
学
校
音
楽
大
会

　
　
津
和
野
町
内
の
出
場
校
の
演
奏
を

　
　
放
送
し
ま
す
！

　
　
　
１１
月
１０
日
収
録
　
津
和
野
体
育
館

０
０
  釣
り
し
ん
ち
ゃ
い
！

３
０
  登
山
で
頂
き
メ
シ
！

３
０
  島
根
の
魅
力
発
見
！
ふ
る
さ
と

　
　
う
ん
 ・ い
い
物
語

１
５
時
 ～
  体
操
の
時
間

１
７
時
  ～
　
９
時
台
か
ら
の
番
組
を
リ
ピ
ー
ト
放
送

２
０
２
４

番
組

ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

ら
っ
せ
に
よ
さ
こ
い
祭
り
２
０
２
４ 【
１
１
２
CH
 】

１２
月
１
日（
日
）１
０
：
０
０
～
　
生
中
継（
予
定
）

県
内
外
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
総
勢
３
０
０
人
が

道
の
駅
シ
ル
ク
ウ
ェ
イ
に
ち
は
ら
で
熱
い
演
舞
を
披
露
し
ま
す
！

し
お
か
ぜ
駅
伝
【
１
１
２
CH
 】

１２
月
８
日（
日
）
 生
中
継

益
田
市
陸
上
競
技
場
～
は
ま
だ
お
魚
市
場
ま
で
の
全
長
39.6キ

ロ
の
コ
ー
ス
を

　
郷
土
の
誇
り
を
か
け
て
襷
を
つ
な
ぐ
、
全
8区
間
の
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
池
村
１
９
９
７
ー
１
　
開
庁
時
間
 平
日
８
：
３
０
～
１
７
：１
５（
土
日
祝
休
み
）
　
TEL 0856-74-2099    HP  https://sn-catv.jp/

サ
ン
ネ
ッ
ト
LINE公

式
ア
カ
ウ
ン
ト

番
組

情
報

な
ど

お
届

け
し

ま
す

！
 ぜ

ひ
友

達
登

録
を

お
願

い
し

ま
す

！

津
和
野
城
築
城
７
０
０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◇
基
調
講
演
「
津
和
野
城
 日
本
一
壮
観
だ
っ
た
山
城
」

　
　
　
　
　
　
    広
島
大
学
名
誉
教
授
　
三
浦
 正
幸

　
 ◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
   パ
ネ
リ
ス
ト
　
三
浦
 正
幸
 / 春
風
亭
 昇
太（
落
語
家
）

　
　
  　
　
　
　
　
 KAO

RI（
お
城
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
）

　
お
城
好
き
で
知
ら
れ
る
春
風
亭
昇
太
さ
ん
が
登
場
！！
  

　
専
門
家
ら
と
と
も
に
津
和
野
城
の
魅
力
や
活
用
策
を
語
り
ま
す

※
編
成
の
都
合
上
、
番
組
・
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
 あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

議
会
中
継
日
程
【
１
１
２
CH
 】

　
◇
第
４
９
２
回
島
根
県
議
会
　
本
会
議

１
２
月
２
日
～
６
日
、９
日
・１
０
日
・１
９
日

◇
吉
賀
町
議
会
１
２
月
定
例
会
　
一
般
質
問

１
２
月
１
６
日
～
１
８
日

◇
津
和
野
町
議
会
１
２
月
定
例
会
　
一
般
質
問

１
２
月
２
３
日
～
２
５
日
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《
寄
稿
》

授
か
り
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

70
才
を
過
ぎ
て
か
ら
回
り
の
人
か
ら
よ

く
言
わ
れ
る
の
が
父
や
祖
父
の
格
好
に
似

て
い
る
な
あ
～
で
す
。
畦
道
な
ど
を
歩
い

て
い
る
姿
な
ど「
お
じ
い
さ
ん
そ
っ
く
り
」

だ
そ
う
で
、
私
自
身
は
ま
だ
若
い
つ
も
り

で
す
が
、
人
か
ら
言
わ
れ
る
と
「
そ
う
な

ん
だ
」
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
同
様
の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
た

事
は
一
度
や
二
度
は
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

そ
こ
で
今
回
は
、
姿
や
声
な
ど
の
よ
う

に
先
祖
や
両
親
か
ら
の
授
か
っ
た
も
の
は

な
ん
で
す
か
、
と
の
思
い
で
私
の
感
じ
て

い
る
こ
と
を
書
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

私
が
親
か
ら
授
か
っ
た
も
の
の
一
番
の

も
の
は
「
歯
」
で
す
。
73
才
の
私
は
今
ま

で
歯
医
者
さ
ん
に
治
療
の
た
め
に
行
っ
た

事
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
親
知

ら
ず
だ
け
は
上
下
４
本
抜
き
ま
し
た
。

　

同
年
代
の
人
達
の
中
に
も
、
虫
歯
だ

の
、
歯
周
病
だ
の
と
何
回
も
歯
医
者
さ
ん

に
通
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
挙
句
に
は

入
歯
だ
の
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
だ
の
と
い
う

話
を
良
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
月
号
で
も
歯
の
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
の
で
歯
が
如
何
に
大
切
な
も
の
か
は

幾
分
か
は
分
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
親
か
ら
丈
夫
な
歯
を
も

ら
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
昔
は
甘
い
食

べ
物
な
ど
殆
ど
無
か
っ
た
こ
と
も
相
俟
っ

て
今
の
様
な
状
態
を
保
っ
て
こ
れ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。
私
の
歯
が
今
の
様
に
保
た

れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
も
う
一
つ

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人
が
居
ま
す
。
妻
で

す
。
歯
科
衛
生
士
と
し
て
40
数
年
間
、
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
続
け
て
く
れ
た
お
か

げ
で
す
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
親
か
ら
も
ら
っ
た
体
軀
、
頭

脳
な
ど
な
ど
、
お
金
で
は
買
え
な
い
色
々

な
物
を
授
か
っ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

本
人
の
自
覚
と
努
力
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
先
祖
や
両
親
か
ら
授
か
っ
た

何
か
し
ら
の
物
は
是
非
大
切
に
し
て
胸
を

張
っ
て
堂
々
と
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
前
回
と
の
重
複
部
分
が
あ
る
こ
と
は
お
許
し

下
さ
い
）

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

「
極
め
て
静
か
な
一
夜
が
雀
の
鳴
き
声

と
共
に
白
々
と
明
け
た
。
ふ
と
居
間
の
古

障
子
戸
を
開
け
て
見
る
と
辺
り
一
面
は
銀

世
界
で
あ
る
。
小
庭
や
田
ん
ぼ
、
畑
そ
し

て
遠
く
の
野
山
も
総
白
に
染
ま
っ
て
い
る

年
末
近
し
と
は
云
へ
今
年
の
初
雪
が
降
っ

た
。
う
れ
し
い
な
ぁ
雪
遊
び
も
出
来
る

し
・
・
・
。
」
こ
の
様
に
雪
に
ま
つ
わ
り

し
幼
き
日
々
の
思
い
出
は
至
っ
て
多
く
あ

る
が
そ
の
中
で
も
「
ゴ
ム
長
ぐ
つ
」
が
よ

う
や
く
出
て
来
た
昭
和
二
十
年
代
終
り
頃

の
時
節
高
値
の
長
ぐ
つ
を
買
っ
て
も
ら
う

と
よ
ろ
こ
ん
で
さ
っ
そ
く
は
き
、
水
た
ま

り
や
雪
の
中
を
わ
ざ
と
歩
い
て
見
た
り
し

た
。
そ
し
て
こ
の
長
ぐ
つ
を
は
き
田
舎
な

の
で
一
、
二
軒
し
か
無
い
日
用
品
雑
貨
の

お
店
へ
菓
子
や
あ
ん
パ
ン
そ
し
て
キ
ャ
ラ

メ
ル
、
飴
な
ど
を
買
い
に
行
く
の
が
楽
し

か
っ
た
。
雪
道
を
歩
い
て
凡
そ
半
里
の
所

の
店
に
着
く
と
早
々
に
大
き
な
声
で
「
ご

免
下
さ
い
」
と
云
っ
て
店
の
中
に
入
る
。

す
る
と
、
「
ハ
イ
ハ
イ
」
と
居
間
の
あ
た

り
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
見
る
と「
コ
タ
ツ
」

に
座
り
は
な
の
下
辺
に
「
チ
ョ
ビ
、
チ
ョ

ビ
」
と
ヒ
ゲ
を
は
や
か
し
た
今
に
思
え
ば

作
家
の
「
な
つ
め
そ
う
せ
き
」
に
良
く
似

た
お
じ
さ
ん
が
眼
鏡
越
し
に
地
方
版
新
聞

を
見
て
い
た
。
だ
が
、こ
の
お
じ
さ
ん「
冬

こ
た
つ
」
の
中
か
ら
一
向
に
立
ち
上
が
る

気
配
は
無
い
。
す
る
と
何
を
思
い
つ
い
た

の
か
先
ぐ
様
に
「
オ
ー
イ
ッ
、
オ
ー
イ
お

前
ち
ょ
っ
と
店
に
出
て
や
れ
何
や
ら
子
ど

も
等
が
買
い
に
来
た
ぜ
」
と
云
っ
て
店
の

事
は
奥
さ
ん
ま
か
せ
で
あ
っ
た
。
こ
の
店

に
行
く
時
は
自
家
の
隣
近
所
に
「
か
え

ち
ゃ
ん
」
と
云
う
一
つ
年
上
の
気
立
て
良

き
も
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
ま
せ
な
女
の
子
が

い
て
、
い
っ
し
ょ
に
良
く
買
い
に
行
っ
た
。

持
っ
て
い
る
お
金
も
五
十
円
か
、
せ
い
ぜ

い
百
円
位
よ
っ
て
別
に
う
ま
い
物
は
そ
う

買
え
な
い
。
食
い
た
い
が
仕
方
な
く
、
あ

ん
パ
ン
を
買
う
と
こ
ろ
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
な

ちょうみんひろば

ど
に
な
っ
た
。
自
分
は
ロ
ウ
紙
に
包
ん
だ

バ
ラ
の
飴
を
十
個
ば
か
り
買
い
、
お
店
の

お
ば
さ
ん
が
「
お
ま
け
」
と
云
っ
て
別
に

飴
を
二
個
付
け
て
く
れ
う
れ
し
か
っ
た
。

連
れ
の
女
の
子
は
森
永
キ
ャ
ラ
メ
ル
二
十

個
の
箱
入
り
を
一
個
買
っ
た
。
そ
し
て
寒

さ
の
中
帰
っ
て
ゆ
く
途
中
歩
く
歩
く
箱
か

ら
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
出
し
て
食
べ
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
話
し
家
に
着
い
た
頃
に
は
二
人

共
随
分
食
べ
て
口
の
廻
り
に
は
「
ぬ
る
ぬ

る
」
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
飴
の
よ
だ
れ
が
流
れ

出
て
く
っ
つ
い
て
い
た
。
北
風
が
「
ぴ
ゅ

う
ぴ
ゅ
う
」
と
吹
い
て
冷
た
い
が
、「
大

人
は
火
の
子
、子
ど
も
は
風
の
子
」と
云
っ

て
子
ど
も
は
常
に
外
に
出
て
遊
ぶ
。
此
の

帰
る
途
中
同
級
生
等
が
二
、
三
人
刈
り
田

の
端
の
「
わ
ら
の
う
」
の
そ
ば
か
ら
も
う

す
ぐ
来
る
冬
休
み
、
お
正
月
を
楽
し
む
か

の
様
に
奴
風
を
上
げ
て
い
た
。
こ
の
積
雪

や
雪
が
「
ち
ら
っ
と
」
降
っ
た
ふ
ぜ
い
の

幼
き
頃
の
思
い
出
は
ひ
と
し
お
で
あ
り
今

も
な
つ
か
し
く
よ
み
が
え
る
。
（
敬
称
多

岐
に
渡
り
謹
言
省
略
）

　

《
俳
句
》

旅
先
で
木
々
に
鈴
な
り
殻
の
せ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

墓
石
の
中
ま
で
し
み
る
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

谷
跨
ぐ
堰
堤
白
し
柿
熟
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美
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ら
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
昔
は
甘
い
食

べ
物
な
ど
殆
ど
無
か
っ
た
こ
と
も
相
俟
っ

て
今
の
様
な
状
態
を
保
っ
て
こ
れ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。
私
の
歯
が
今
の
様
に
保
た

れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
も
う
一
つ

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人
が
居
ま
す
。
妻
で

す
。
歯
科
衛
生
士
と
し
て
40
数
年
間
、
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
続
け
て
く
れ
た
お
か

げ
で
す
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
親
か
ら
も
ら
っ
た
体
軀
、
頭

脳
な
ど
な
ど
、
お
金
で
は
買
え
な
い
色
々

な
物
を
授
か
っ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

本
人
の
自
覚
と
努
力
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
先
祖
や
両
親
か
ら
授
か
っ
た

何
か
し
ら
の
物
は
是
非
大
切
に
し
て
胸
を

張
っ
て
堂
々
と
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
前
回
と
の
重
複
部
分
が
あ
る
こ
と
は
お
許
し

下
さ
い
）

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

「
極
め
て
静
か
な
一
夜
が
雀
の
鳴
き
声

と
共
に
白
々
と
明
け
た
。
ふ
と
居
間
の
古

障
子
戸
を
開
け
て
見
る
と
辺
り
一
面
は
銀

世
界
で
あ
る
。
小
庭
や
田
ん
ぼ
、
畑
そ
し

て
遠
く
の
野
山
も
総
白
に
染
ま
っ
て
い
る

年
末
近
し
と
は
云
へ
今
年
の
初
雪
が
降
っ

た
。
う
れ
し
い
な
ぁ
雪
遊
び
も
出
来
る

し
・
・
・
。
」
こ
の
様
に
雪
に
ま
つ
わ
り

し
幼
き
日
々
の
思
い
出
は
至
っ
て
多
く
あ

る
が
そ
の
中
で
も
「
ゴ
ム
長
ぐ
つ
」
が
よ

初
物
の
甘
柿
二
つ
買
ひ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

秋
日
和
傘
寿
の
ガ
イ
ド
に
平
和
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

柿
の
木
の
下
草
の
中
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

邂
逅
の
職
場
の
友
や
秋
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

障
子
張
り
終
え
し
捽
の
手
に
グ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

一
病
を
加
え
し
秋
の
更
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　《
川
柳
》

わ
ら
べ
う
た
歌
っ
て
時
間
懐
か
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

女
子
会
は
話
題
豊
富
な
三
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫 

運
動
会
応
援
に
ぎ
や
か
時
間
す
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

緊
急
時
携
帯
電
話
が
鳴
り
響
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

気
が
乗
ら
ず
横
目
で
時
計
見
る
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

戻
り
た
い
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
で
あ
の
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

老
い
て
こ
そ
趣
味
出
す
空
き
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

好
き
な
こ
と
時
間
を
忘
れ
没
頭
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

は
れ
晴
れ
と
大
欠
伸
し
て
秋
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

ちょうみんひろば

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範

　

囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉賀町の人口・世帯数
（令和 6年 10 月 31 日現在）
 人　口　5,587 人　(- 5)
 　男　　2,689 人　(- 7)
 　女　　2,898 人　(+ 2)
 世帯数　2,969 世帯(+ 4)
　　　　（　）内は前月との比較

裏
金
は
誰
に
も
わ
か
る
流
行
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

寒
風
や
昭
和
も
遠
く
ふ
る
里
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

氏
神
様
軽
ト
ラ
乗
り
て
御
神
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

《
短
歌
》

あ
し
び
き
の
暮
れ
ゆ
く
里
に
降
る
雪
や

　

人
め
も
枯
れ
し
身
も
こ
が
れ
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

秋
桜
を
手
折
り
て
母
は
持
た
せ
た
る

　

か
の
日
の
景
色
け
ふ
は
思
ほ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

秋
ま
つ
り
道
具
持
ち
し
た

　

あ
の
日
思
い
手
を
合
わ
す
老
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

隣
住
む
孫
の
摘
み
採
る
野
辺
の
花

　

老
二
人
住
む
家
の
明
る
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

畦
の
径
熱
え
立
ち
見
ゆ
る
曼
珠
沙
華

　

ひ
こ
ば
え
緑
秋
収
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

青
空
に
祭
の
の
ぼ
り
は
た
め
い
て

　

地
区
の
幸
せ
き
ず
な
感
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
10
月
届
出
）

　

古
永　

心
（
こ
こ
ろ
）
さ
ん

　
　
　
　

匠
・
洋
子
さ
ん
の
子　

六
日
市

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
10
月
届
出
）

　

堀　

由
里
子　
　

さ
ん　

93
歳　
　

七
日
市

　

村
上　

敏
枝　
　

さ
ん　

82
歳　
　

抜
月

　

竹
下　

克
枝　
　

さ
ん　

83
歳　
　

下
高
尻

　

小
林　

春
海　
　

さ
ん　

82
歳　
　

六
日
市

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
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